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町
は
こ
れ
ま
で
各
種
事
業
の
民

間
委
託
を
行
っ
て
き
た
が
、
第

４
次
行
政
改
革
推
進
事
業
計
画
（
平
成

28
年
度
～
平
成
37
年
度
）
で
は
、
さ
ら

に
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
外
部
委
託
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

低
下
や
、
労
働
者
の
不
安
定
雇
用
を
拡

大
し
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

次
の
点
を
伺
う
。

(1)
こ
れ
ま
で
委
ね
た
事
業
の
評
価
と
労

働
者
の
雇
用
実
態
は
。

(2)
指
定
管
理
を
検
討
す
る
事
業
に
図
書

館
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
教
育
分
野
に

係
る
事
業
は
今
後
も
直
営
を
維
持
す
べ

き
。
ま
た
、
わ
か
ば
幼
稚
園
、
中
央
保

育
所
の
今
後
の
運
営
計
画
は
。

(3)
新
し
い
外
部
委
託
制
度
の
「
包
括
的

民
間
委
託
」
「
公
民
連
携
」
は
ど
の
分

野
で
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

(4)
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
労
働
条
件

改
善
の
手
立
て
を
。

(1)

委
託
業
務
に
つ
い
て

は
、
各
担
当
部
署
に
お
い
て
業
務
の
履

行
状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、
良

好
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
実

施
状
況
や
施
設
の
利
用
状
況
な
ど
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
上
で
評
価
し
、
必
要

に
応
じ
て
業
務
改
善
等
の
指
示
を
行
っ

て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

や
向
上
に
意
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　

労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
労
働
賃
金
や
労
働
条
件
の
確
保
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
各
種
保
険
の
加
入

の
確
認
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
き

続
き
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

の
確
保
や
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
。

(2)
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の

拠
点
施
設
と
し
て
長
期
的
視
点
に
立

ち
、
住
民
と
図
書
館
と
の
協
働
で
つ
く

り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
指
定
管

理
に
は
な
じ
ま
な
い
と
の
指
摘
も
あ

り
、
他
の
施
設
を
含
め
、
さ
ら
に
検
討
・

見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
立
幼
稚
園
と
町
立
認
可
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
に
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
よ
う
計

画
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
本
町
地
区

に
お
け
る
将
来
の
人
口
動
態
や
地
域
の

実
情
な
ど
を
十
分
勘
案
し
た
上
で
運
営

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
た
め
、
現
在
、

教
育
委
員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

(3)
第
４
次
行
政
改
革
を
推
進
す
る
中

で
、
そ
の
活
用
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
施
設
運
営
の

効
率
性
の
ほ
か
、
受
け
皿
と
な
る
事
業

者
等
の
成
熟
度
、
地
域
経
済
へ
の
影
響

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

地
方
分
権
、
地
方
創
生
等
で
職

員
の
事
務
量
は
確
実
に
増
え
て

い
る
。
健
康
を
保
ち
、
気
概
を
持
っ
て

仕
事
に
臨
め
る
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

(1)
時
間
外
勤
務
の
実
態
。

(2)
福
祉
部
門
な
ど
は
長
期
配
置
の
検
討
を
。

(3)
人
事
評
価
の
内
容
。

(4)
町
民
・
職
員
が
一
緒
に
築
く
町
に
。

(1)
次
表
の
と
お
り
。

(2)
福
祉
部
門
に
お
い
て
は
、
高
い
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
相
応
の
期
間
、

福
祉
行
政
に
従
事
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
職
員
の
育
成
や
活
用
を
図
る

た
め
に
は
、
計
画
的
に
人
事
異
動
を
行

う
こ
と
も
肝
要
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
な
が
ら
適
材
適
所
の
配
置
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

(3)
「
能
力
評
価
」
、
「
職
務
態
度
評
価
」
、

「
業
務
評
価
（
職
員
個
々
の
業
務
目
標

に
対
す
る
達
成
度
を
評
価
）
」
の
大
き

く
三
つ
の
評
価
区
分
で
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
試
行
結
果
を
検
証
し
、
本
格
実

施
に
向
け
た
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

(4)
全
職
員
が
町
民
と
積
極
的
に
接
す
る

機
会
を
持
ち
、
町
民
の
声
を
、
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
そ
れ
を
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

中橋　友子
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問
町
　
長

答問
知
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
取
組
は
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
、
今
の
と
こ
ろ
指
定
管
理
に
な
じ
ま
な
い

図
書
館
等
の
運
営
は
今
後
も
直
営
で

年度 時間（平均）

Ｈ 24 190 時間

Ｈ 25 189 時間

Ｈ 26 228 時間

一人当たり

時間外勤務実績

答問
組
織
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、

適
材
適
所
の
配
置
を
行
う

職
員
の
適
正
配
置
を

問

(4)

（平成 26 年度末現在）

町
　
長
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